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・ 11月のドイツの製造業新規受注は前月比＋5.2％と２ヶ月連続で増加。小幅プラスとの事前予想（同＋

1.0％）を大きく上回った。内外受注の内訳は、国内受注（同＋1.5％）、輸出受注（同＋8.2％）とも

に増加したが、なかでも輸出受注の回復が顕著（左図）。財種別には、消費財（同▲1.6％）が減少し

た一方、資本財（同＋9.1％）が大幅に増加。業種別には、電気機器（同＋10.6％）、一般機械（同＋

9.7％）、輸送機械（同＋3.5％）、化学（同＋2.3％）など、主力輸出業種が押し並べて回復を牽引。 

・ 過去数ヶ月の輸出受注は、大型受注案件によって上下に振れを伴いつつ、増加トレンドを歩んできた。

変動の大きい大型輸送機械を除いた資本財輸出受注も同＋9.9％と急伸しており、今月の増加は大型案

件に偏ったものではない。自動車各社がクリスマス休暇返上で工場を稼動させるなど、ユーロ安基調

も追い風となり、新興国向けを中心に輸出受注の力強い回復が続いている。 

・ こうした姿は同日に欧州委員会が発表した12月のユーロ圏の業況判断指数からも確認。ドイツの製造

業の受注判断は国内・輸出向けともに一段と改善した（右図）。昨年同様に2011年のドイツ景気も、

輸出需要の回復が続き、内需部門に持ち直しの動きが広がる展開が予想される。 

■ドイツ：製造業新規受注（季調値） ■ドイツ：製造業受注判断（季調値）

出所：ドイツ連邦統計局 出所：欧州委員会・経済財政理事会
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■ドイツの製造業受注（季節調整値、実質、前期＜月＞比、％）

2009 2010 2010
4Q 1Q 2Q 3Q 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

製造業受注計 1.1 6.6 7.5 1.7 3.1 0.0 3.6 -1.7 3.5 -4.0 1.6 5.2
資本財 0.4 7.6 9.2 2.5 2.8 1.1 6.7 -5.0 7.0 -4.6 1.2 9.1
資本財（除くその他輸送機械） 4.6 3.9 10.9 1.4 7.0 0.6 1.6 -1.2 2.4 -0.9 2.0 6.0
中間財 1.6 6.8 5.7 1.1 4.0 -2.0 0.0 2.8 0.3 -3.6 1.9 1.0
消費財 3.1 -0.4 4.0 -1.4 -0.1 3.1 0.6 -0.4 -4.1 0.8 2.5 -1.6

耐久消費財 1.9 4.3 6.6 0.2 1.7 7.0 -2.3 2.5 -3.4 -1.7 3.0 -1.3
非耐久消費財 3.7 -2.0 3.1 -2.1 -0.7 1.7 1.7 -1.4 -4.4 2.0 2.3 -1.6

国内受注計 -0.8 6.2 5.7 -0.4 2.8 -0.2 0.0 0.0 -0.2 -0.8 2.4 1.5
輸出受注計 2.8 7.0 8.9 3.5 3.3 0.3 6.6 -3.0 6.6 -6.3 0.9 8.2

出所：ドイツ連邦統計局  


